






Translation and Annotation of “The Nine Chapters 




  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the twenty-ninth article based on our research and results in which we studied the 
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[一]今有句三尺、 股四尺。 問、 爲弦幾何。 荅曰、 五尺。
[二]今有弦五尺、 句三尺。 問、 爲股幾何。 荅曰、 四尺。
[三]今有股四尺、 弦五尺。 問、 爲句幾何。 荅曰、 三尺。
句股[2]術曰、 句・股各自乘、 幷而開方除之、 即弦[3]。
又股自乘、 以減弦自乘、 其餘開方除之、 即句[4]。











書』経籍志に載る）であるが、直角三角形の特殊な形、句 3 、股 4 、弦 5 において、
句股定理が認識されていたことが分かる。
訳：今（直角三角形の）句が 3 尺、股が 4 尺である。問う、弦の長さはいくらか。答えにい
う、5 尺。



















注：（2 ）「將以施於諸率」とは、今算題[一][二][三]に挙げるのは、直角三角形における句 3 、
股 4 、弦 5 という一組の数値であるが、これを様々な組の数値（「諸率」）に拡張さ
せて、一般的な句股術としようとする、という意であろう。
　　（3 ）「故先具此術」の「具」は『説文』巻三上に「共置也」と云う。「見其源也」とは、「句 3 、
股 4 、弦 5 」という比率が、最初に認識された数値であることを云うものであろう。
『周髀算経』巻上に「以爲句廣三、股修四、徑隅五」とこの比率が記されている。
訳：（直角三角形の）短い辺を句と言い、長い辺を股と言い、この句と股の角を連結した
斜辺を弦と云う。句はその股より短く、股はその弦より短い。この「句 3 、股 4 、弦


















































[四]今有圓材徑二尺五寸。 欲爲方版、 令厚七寸。 問廣幾何。 荅曰、 二尺四寸（五
分）[一]。









その状況については図 2 参照。具体的計算は、252-72=576, =24。
訳：今円材の直径 2 尺 5 寸のものがある。これを方板にしようとするに、その厚さを 7 寸
にさせたい。問う、その広はいくらか。答えにいう、 2 尺 4 寸。
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訳：この問題では、円材の直径 2 尺 5 寸を弦とし、方版の厚 7 寸を句となすと、求める広
は股となるのである。
[五]今有木長二丈、 圍之三尺。 葛生其下、 纏木七周、 上與木齊。 問葛長幾何。 荅
曰、 二丈九尺。















　　（1 1）この計算法は、 1 周する葛の幅を小股と考え、 7 周する幅を股とし、木の長さ
を句と考えると、葛の長さが弦になるという考えに基いている。劉注[7]を参照。
具体的計算は7×3=21, 212+202=841, =29（図 3 参照）。
訳：今高さが 2 丈で、その幹の周囲が 3 尺の木がある。葛がその下に生え、それが木を 7
周していて、上が木の高さと同じ高さになっている。問う、葛の長さは如何ほどか。
　　　答えにいう、 2 丈 9 尺。


























































　　（1 5）「七周を以て三尺の囲に乗ず」とは、葛は 7 周しているので、一周分 3 尺に 7 を
掛けるということ。これにより、一つ一つの「句」が併せられ、「大きな直角三角











　　（1 8）「上の第一図を出づ」の「第一図」とは、図 4 ①「句股弦互求図」を指すのであろう。
川原氏はこの文を「たとえ数値が上の第一図（句股弦互求図）を超えるとしても」








































　　 句と股から弦を求めるのはまた前図のようにする。句 3 を自乗して朱冪とし、股4を
自乗して青冪とし、朱冪と青冪を合わせて25となるが、これは弦 5 の自乗の冪となる。
































[六]今有池方一丈、 葭生其中央、 出水一尺。 引葭赴岸、 與岸齊。 問水深・葭長
各幾何。
荅曰、 水深一丈二尺、 葭長一丈三尺。
















　　　 については後の劉注[9]の注（28）参照。本題では池の一辺の半分が句 5 、股・弦の
差は葭の長さ 1 であるので、股=（52－12）÷（1×2）となる。（52－12）が「半池方自乘、
以出水一尺自乘減之」であり、÷（1×2）が「餘、倍出水除之」である。
訳：今 1 丈四方の池があり、葭が池の中央に生えていて、水から 1 尺出ている。葭を岸ま
で引張ってくると、岸とちょうど等しくなる。問う、水深と葭の長さはそれぞれいく
らか。
　　　答えにいう、水深は 1 丈 2 尺、葭の長さは 1 丈 3 尺。
　　 　術にいう、池の一辺を半分にして自乗し、水から出ている 1 尺の自乗を、これから






















































　　　 注（28）と同様に図 5 で考えると、股・弦の差を 2 乗したものが正方形HIGDの面
積であったので、句冪の面積にそれを加えると、長方形AEGDの面積の 2 倍となる。








　　（3 1）長方形AEGDの面積の 2 倍となっているので、この矩冪の袤は、さらに 1 差が


















[七]今有立木、 繫索其末、 委地三尺。 引索（郤）[卻]行、 去本八尺而索盡。 問索長
幾何。
荅曰、 一丈二尺六分尺之一。































　　　答えにいう、 1 丈2 1―6 尺。













































73―3 の分子73が奇数であり、 2 で割れない。これが「子不可半者」の意。そこで 2
で割る代わりに、分母 3 に 2 を掛ける。これが「倍其母」の意である。
　　（3 9）「加差於并」とは、弦と股の差（弦－股）と并（弦+股）を足すこと。その和は 2
弦となり、これが「成兩索長」ということ。
　　（4 0）「減差於并」とは、并－差=（弦+股）－（弦－股）= 2 股となるので、これを 2
で割ると、木長（股）が出る。
訳：分子が半分にできないものは、分母を倍にする。弦と股の差を弦と股の和に加えると、
索長（弦）の 2 倍となる。だから索長を求めるにはさらに 2 で割る。一方、弦と股の
和から弦と股の差を引いて 2 で割れば木の長さが得られる。
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